
カリマネの新スタイル 

 

前号（vol.6「つながりが創る豊かな教育」）では、『第４期 長崎県教育振興基本計画』の紹介

と、そこから着想を得た中高一貫したキャリア教育の今後の展開について紹介しました。 

更にもう一つ、つながりをもって機能的に取り組んでいこう、と校内で検討してきたことが

あります。 

検討の背景には、学部ごとの規模が大きな学校では、学部単位でまとまって物事を考えたり、

進めたりする機会が多いということです。ゆえに、小中高の一貫性や連続性、系統性といった

キーワードのもと、教育課程に関わる学部相互の‘つながり’を考えて編成していく業務になる

と、それぞれの枠組みを往還するのに時間と手間の両方かかってしまうという状況がないでし

ょうか。 

この夏、虹の原では、既存の委員会や分掌部の役割、位置づけ、相互の関係性などを改めて

確認し、学部間のつながりをより意識した検討の在り方や、教育課程に関する研究が走り、そ

れとは別に研究部等による研究テーマが走っている、といった２重３重に教職員の負担感が増

すような校内の研究体系にならないようアイディアを出し合いながら、教育課程の P-D-C-A

サイクルが効果的、かつ効率的に機能させる新スタイルを来年２月から導入していきます。 

 

 

『令和７年度 学校経営方針』で、今年度の重点取組事項の一つに「②小・中・高一貫した教育

課程の編成と系統性のある指導の充実」を掲げています。 

 

「聞く力」、「創る力」、「繋がる力」を大切にして魅力ある虹の原の教育を展開する 

- 「R７年度 学校経営方針」でめざす！ - 



 


